
 

各   位 

業績予想の修正に関するお知らせ

 

当社は、平成 26 年 7 月 11 日に公表しました

日）の業績予想の修正につきまして、平成

たので、お知らせいたします。 

 

 

１．平成 27 年 5 月期通期連結業績予想数値の修正（平成

 売上高

前 回 発 表 予 想 （A） 2,037

今 回 修 正 予 想 （B） 1,618

増 減 額 （ B － A ） △419

増 減 率 （ % ） △20.6％

（ご参 考 ）前 期 実 績 

（平成 26 年 5 月期） 

1,678

 

2．業績修正の理由 

当社グループは、平成 27 年 5 月期において収益力の回復と拡大を最優先課題とし、日系企業向け多言語

サービスへの販売体制の強化、海外法人における高付加価値サービスの提供、新規事業におけるサービスの拡充

を実施して参りました。 

国内においては、平成26年５月期に、国内事業の再建を担う役職者を採用し、平成

販売体制・収益体制の強化を進めて参りました

おいて営業活動の計画遅延が発生いたしました。

しかしながら、当社は、平成 27 年４月

（連結）」において記載したとおり、平成

成 27 年５月期第３四半期時点での売上高は

担当役員を平成 26 年 11 月に変更したことで

半期に売上が積み上がること及び、成果報酬型
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業績予想の修正に関するお知らせ 

日に公表しました平成 27 年 5 月期通期（平成 26 年 6 月

平成 27 年 6 月 26 日開催の取締役会において、下記のとおり

記 

業績予想数値の修正（平成 26 年 6 月 1 日～平成 27 年 5

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

037 20 20 20 

618 △21 3 3 

419 △41 △17 △17 

％ - △85.0% △85.0% 

678 △6 7 11 

月期において収益力の回復と拡大を最優先課題とし、日系企業向け多言語

サービスへの販売体制の強化、海外法人における高付加価値サービスの提供、新規事業におけるサービスの拡充

に、国内事業の再建を担う役職者を採用し、平成27

販売体制・収益体制の強化を進めて参りましたが、平成 26 年 10 月に当役員が退任したことで、

おいて営業活動の計画遅延が発生いたしました。 

年４月 10 日付当社開示資料「平成 27 年５月期第３四半期決算短信〔日本基準〕

記載したとおり、平成27年５月期通期連結売上高について2,037百万円を見込んでいるなかで平

期第３四半期時点での売上高は 1,180 百万円でしたが、SEM 事業部門の担当役員の退職により、

したことで販売体制が概ね改善されていたことや、PPC

成果報酬型 SEO サービスの契約件数が増加し、今後の

  

 

 

平成 27 年 6 月 26 日 

ア ウ ン コ ン サ ル テ ィ ン グ 株 式 会 社 

代 表 取 締 役 信 太  明 

（コード番号 2459 東証マザーズ） 

取締役 兼 専務執行役員  

坂田 崇典 

0 3 - 5 8 0 3 - 2 7 2 7 

月 1 日～平成 27 年 5 月 31

下記のとおり決議いたしまし

5 月 31 日） 

一株当たり 

当期純利益 

   円 銭 

2.66 

0.42 

- 

- 

1.50 

（金額の単位：百万円） 

月期において収益力の回復と拡大を最優先課題とし、日系企業向け多言語 SEM

サービスへの販売体制の強化、海外法人における高付加価値サービスの提供、新規事業におけるサービスの拡充

27年５月期第1四半期より、

月に当役員が退任したことで、SEM 事業部門 に

年５月期第３四半期決算短信〔日本基準〕

百万円を見込んでいるなかで平

の担当役員の退職により、国内

PPC サービスが例年、第 4 四

今後の Google や Yahoo! 

 



 

JAPAN の検索エンジンの上位表示が見込まれることを加味し、平成 27 年５月期の期初の計画通りの業績推移が見

込まれると想定し、第 4 四半期期間において、通期の連結業績予想の変更を行っておりませんでした。 

その結果、上期の営業活動の遅延が想定以上に利益創出の遅れを生み出し、乖離を大幅に改善するまでには

至らず、業績予想を下回る見込みとなりました。 

なお、海外法人においては、成果報酬型 SEO サービス及び、現地マーケットに即した新しい広告サービスの販

売に注力した結果、海外法人全体では高い収益性を維持しており、概ね計画通りの結果となりました。 

 

（注）業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき弊社において判断したものであります。予想に

は様々な不確定要素が内在しており、実際の業績はこれらの予想数値と異なる場合がございますので、この業

績予想に全面的に依拠しての投資等の判断を行うことは差し控えてくださいますようお願い申し上げます。 

 

 

以上 


